
2026年度 第2回

区東北部 地域リハビリテーション支援センター研修会

主 催 区東北部地域リハビリテーション支援センター 社会医療法人社団 医善会 いずみ記念病院

2026年 5月 27日（水）18：30～20：00 

共 催 区中央部地域リハビリテーション支援センター 東京慈恵会医科大学附属病院

『 歩行を診ることは生活を観ること 』

講 師

SBC東京医療大学
健康科学部 理学療法学科

（ZOOMへのアクセスは、準備の都合上18：15以降にお願いします）

参加費無料ー研修会のお知らせー

下記 ① ② のいずれかの方法で申込みをお願いします。

100名（先着順）

足立・荒川・葛飾区の地域リハビリテーション関係職種

➀ URLから  

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_QrGLa3kqSleKFAazcqeaEw

② 二次元コードから 

区東北部地域リハ支援センター
T E L  03-5888-2160（直通）
Email   kutouhokuriha@gmail.com 事務局 成田・藤枝

2026年 5月 19日（火）

日 時

定 員

対 象

申込み方法

申込み期限

問合せ先

盆子原 秀三 先生 教授

地域包括ケアシステムの目的は、生活者の皆様が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

社会の構築です。歩行は、生活者自身の「ありのままの姿」をよく映し出す大切な情報源であり、

評価の重要な視点の一つです。

また、多職種の誰もが共通の認識で歩行を観察し、多角的な支援を行うことで、その機能を維持

することは、生活の質を支え、行動範囲を保つうえで大切なテーマといえます。

本研修会では、歩行を通して生活を捉える視点について理解を深めるとともに、日々の臨床や

支援に活かせる観察のポイントや考え方を共有します。

WEB開催（ZOOM)

申込み二次元コード
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